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一般会計予算は
106億7444万円

前年度比0.4％の増
重点的な 取り組み

　

４
年
度
当
初
予
算
の
編
成
は
、

第
２
次
美
里
町
総
合
計
画
・
美

里
町
総
合
戦
略
に
基
づ
い
て
、

①
教
育
環
境
の
充
実
と
人
材
育

成
、
②
地
域
産
業
の
発
展
と
雇

用
の
確
保
、
③
人
口
減
少
の
抑

制
と
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
④

子
育
て
環
境
の
整
備
の
４
つ
の

主
要
課
題
に
対
し
て
重
点
的
に

取
り
組
む
こ
と
を
基
本
方
針
と

し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
は
、
最
重
要
課
題
で
、

そ
の
最
も
有
効
な
対
策
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
確
実
に
進
め
て

い
く
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
新
中
学
校
の
整
備
は
、

Ｐ

※

Ｆ
Ｉ
事
業
者
の
選
定
も
終
え

て
お
り
、
４
年
度
に
は
土
地
造

成
工
事
に
着
手
し
、
校
舎
な
ど

の
基
本
設
計
、
実
施
設
計
に
取

り
か
か
り
ま
す
。「
新
中
学
校

開
校
準
備
委
員
会
」
を
４
月
に

立
ち
上
げ
、
開
校
に
向
け
た
重

要
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
す
。　

　

さ
ら
に
南
郷
地
域
は
、
３
年

４
月
か
ら
10
年
間
、
過
疎
対
策

事
業
債
を
活
用
で
き
、
活
性
化

と
若
者
の
定
住
、
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
体
制

を
強
化
し
ま
す
。

　

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
上
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
会
議
が
３
月
２
日
か
ら
22
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
７
人
が
20
項
目
を
質
問
、
議
案
審
議
で

は
新
年
度
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
28
件
、
諮
問
３
件
、
同

意
２
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

４
年
度
施
政
方
針
（
要
約
）

会　　　計　　　名 令和４年度予算
対前年度比

増　減　額 増　減　率

一 般 会 計 106億7444万円 4258万円 0.4％

国民健康保険特別会計 29億1469万円 2億9706万円  11.3％

後期高齢者医療特別会計 3億3859万円 3182万円 10.4％

介 護 保 険 特 別 会 計 26億9533万円 5153万円 1.9％

水 道 事 業
会 計

収益的支出 7億2938万円 1150万円 1.6％

資本的支出  4億 291万円 △ � 174万円 △   0.4％

病 院 事 業
会 計

収益的支出 7億4803万円       1039万円 1.4％

資本的支出 1億1563万円    443万円 4.0％

下水道事業
会 計

収益的支出 9億5131万円 △ � 412万円 △   0.4％

資本的支出 12億6783万円 △ � 6億3134万円 △  33.2％
（１万円以下を四捨五入、△はマイナス）

令和４年度 各会計の予算額

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
…�

民
間
の
資
金
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
て
公

共
事
業
を
行
う
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令和４年度
予算審査 重点的な 取り組み

■ 注目事業はこれ
新型コロナウイルスワクチン
接種事業

新中学校整備推進事業

1億242万円
2億9316万円

不動堂小学校敷地内に建設、整備を行い、利
用定員の拡大を図ります。

体制を確保しながら、円滑なワクチン接種を
実施します。

放課後児童クラブ施設
整備事業 2億1340万円

地域おこし協力隊
設置事業 2066万円

新たな視点から、地域活動に取り組みます。

７年４月の開校を目指し、施設整備を推進し
ます。

予
算
編
成
の
概
要
を
問
う

総
括
質
疑

問　
４
年
４
月
１
日
よ
り
成

人
は
18
歳
以
上
と
な
る
が
、

組
替
え
が
必
要
な
事
業
な
ど
、

影
響
の
あ
る
事
業
は
あ
る
か
。

答　
こ
れ
ま
で
は
、
20
歳
に

な
る
成
人
を
対
象
に
成
人
式

を
開
催
し
て
い
た
。
４
年
度

も
引
き
続
き
20
歳
を
対
象
に

「
二
十
歳
を
祝
う
会
」
を
開

催
す
る
。
そ
の
ほ
か
町
の
事

業
に
影
響
は
な
い
。

成
人
が
18
歳
以
上
に

�

な
る
が
影
響
は

問　
総
合
計
画
実
施
計
画
書

に
あ
る
目
標
は
年
度
ご
と
に

評
価
を
行
う
の
か
。
ま
た
、

目
的
に
対
す
る
評
価
を
行
う

の
か
。

答　
毎
年
、
目
標
を
達
成
し

て
い
る
か
検
証
し
、
前
年
度

の
決
算
が
固
ま
る
時
期
に
公

目
標
は
年
度
ご
と
に

評
価
す
る
の
か

表
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
事
業
に
お
い
て

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

各
事
業
の
目
標
値
を
設
定
し
、

定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
行
っ
て
い
る
。

問　
目
標
未
達
成
の
事
業
に

つ
い
て
、
４
年
度
で
予
算
措

置
を
行
っ
て
い
る
か
。

答　
各
種
事
業
の
達
成
状
況

を
随
時
確
認
し
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
た
時
期
に
予
算
措

置
を
追
加
し
て
い
る
。

目
標
未
達
成
の

�

予
算
措
置
は

４つの
主要課題
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予
算
審
査
は
二
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
担
当

課
ご
と
に
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

予算審査　分科会審査内容
担当課ごとに慎重審査

総
務
、
産
業
、

　
建
設
分
科
会

分科会審査の様子

分科会報告をする佐野委員長

各
課
連
携
の
下
、

�

収
納
向
上
に
努
め
る

　

町
税
な
ど
は
、
窓
口
納
付
、

口
座
振
替
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

収
納
し
や
す
い
環
境
を
整
備

し
、
５
年
度
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
に
よ
る
納
税
を
予
定
し
て

い
る
。
時
流
に
即
し
た
取
り

組
み
に
よ
り
収
納
向
上
に
努

め
て
い
く
こ
と
を
求
め
た
。

人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、

�

ま
ち
づ
く
り
を

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
、

結
婚
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業
、

国
際
交
流
事
業
、
移
住
定
住

事
業
な
ど
、
可
能
な
限
り
工

夫
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
求

め
た
。

農
業
の
活
性
化

�

を
推
進

　

土
地
利
用
型
野
菜
の
産
地

形
成
促
進
事
業
を
継
続
し
て

支
援
す
る
こ
と
。
魅
力
あ
る

農
業
の
展
開
を
求
め
、
若
手

農
業
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開

催
支
援
事
業
で
次
世
代
を
担

う
農
業
者
の
農
業
経
営
の
展

開
を
推
進
し
、
農
業
の
活
性

化
を
求
め
た
。

新
規
、
既
存
事
業
者

�

の
支
援
を

　

町
内
の
新
規
事
業
者
や
既

存
事
業
所
の
事
業
拡
大
を
支

援
し
て
商
工
業
者
の
育
成
支

援
に
つ
な
が
る
よ
う
求
め
た
。

総
合
防
災
対
策

�

の
充
実

　

自
然
災
害
に
よ
る
局
地
的

な
豪
雨
、
地
震
災
害
、
原
子

力
災
害
な
ど
の
対
策
、
避
難

計
画
、
避
難
所
運
営
な
ど
取

り
組
み
の
充
実
に
努
め
る
よ

う
求
め
た
。

所
管
課

総
務
課
、
企
画
財
政
課
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
防
災
管
財
課
、

税
務
課（
国
保
税
除
く
）、
徴
収
対
策
課
、
会
計
課
、
産
業
振
興
課
、

建
設
課
、
上
下
水
道
課
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、
議
会
事
務
局
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分科会審査の様子

分科会報告をする柳田委員長

教
育
、
民
生
分
科
会

国
民
健
康
保
険
税

�

収
納
率
向
上
を

　

保
険
税
収
納
に
つ
い
て
長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
心

配
さ
れ
る
。
公
平
な
賦
課
徴

収
が
特
別
会
計
の
健
全
な
運

営
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

各
課
連
携
を
図
り
万
全
を
期

す
よ
う
求
め
た
。

児
童
の
安
全
面
に
留
意

し
、
正
規
職
員
配
置
を

　

４
年
度
よ
り
南
郷
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
が
開
所
す
る
。

ま
た
、
不
動
堂
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
も
建
設
さ
れ
る
。

　

利
用
児
童
の
さ
ら
な
る
安

全
対
策
強
化
に
向
け
、
正
規

職
員
の
配
置
と
、
周
辺
施
設
、

近
隣
地
域
と
連
携
を
図
る
よ

う
求
め
た
。

円
滑
な

�

ワ
ク
チ
ン
接
種
を

　

本
町
に
お
い
て
は
こ
れ
ま

で
、
素
早
い
柔
軟
な
対
応
に

よ
り
、
接
種
率
の
向
上
に
結

び
付
い
て
い
る
。

　

今
後
も
流
行
状
況
を
注
視

し
、
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
実
施
す
る
よ
う
求
め
た
。

生
活
系
ご
み
の

�

減
量
化
を

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
自
宅

で
過
ご
す
時
間
が
増
大
し
、

生
活
系
ご
み
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
減
量
対
策
を
よ
り
周
知

し
、
な
お
一
層
、
減
量
化
に

努
め
る
よ
う
求
め
た
。

空
き
家
対
策
を

�

万
全
に

　

人
口
減
少
、
核
家
族
化
に

よ
り
空
き
家
が
増
加
し
て
い

る
。

　

住
民
の
安
全
で
安
心
な
生

活
を
守
る
た
め
、
管
理
不
全

な
空
き
家
に
対
し
、
勧
告
・

命
令
・
公
表
も
視
野
に
入
れ
、

万
全
を
期
す
る
よ
う
求
め
た
。

学
力
向
上
に

�

努
め
ら
れ
た
い

　

学
力
調
査
の
結
果
は
県
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

明
確
な
成
果
目
標
を
立
て
、

学
力
向
上
に
努
め
る
よ
う
求

め
た
。

健
康
寿
命
の
延
伸
を

　

４
年
度
は
宮
城
県
後
期
高

齢
者
制
度
特
別
対
策
事
業
費

補
助
金
を
活
用
し
、
健
康
相

談
事
業
が
行
わ
れ
る
。

　

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る

補
助
金
の
活
用
を
求
め
た
。

水
道
の
石
綿
管

�

布
設
替
え
を

　

４
年
度
の
布
設
替
え
工
事

に
よ
り
残
延
長
は
７
７
１
７

ｍ
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　

漏
水
事
故
の
減
少
、
有
収

率
向
上
に
む
け
、
石
綿
管
の

更
新
を
急
ぐ
よ
う
求
め
た
。

患
者
、
職
員
の

�

安
全
・
安
心
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
収
束
の
見
通
し
が
立
た

な
い
状
況
下
に
あ
る
。

　

南
郷
病
院
は
、
回
復
後
患

者
受
け
入
れ
病
院
、
発
熱
外

来
病
院
と
し
て
、
患
者
、
職

員
の
安
全
・
安
心
確
保
に
な

お
一
層
努
め
る
よ
う
求
め
た
。

所
管
課

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
、
町
民
生
活
課
、
健
康
福
祉
課
、

長
寿
支
援
課
、
子
ど
も
家
庭
課
、
上
下
水
道
課
、
南
郷
病
院
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特別委員会

予算執行に13項目の意見可決
４年度予算審査

　
４
年
度
予
算
の
７
議
案
は
、
予

算
審
査
特
別
委
員
会
の
分
科
会

で
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
発
生
に
よ
る
休
会
や
、
３

月
16
日
に
発
生
し
た
地
震
に
よ

り
、
予
定
し
て
い
た
分
科
会
ご
と

の
現
地
調
査
を
中
止
し
、
短
期
間

で
の
集
中
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
で
は
各
分
科
会

の
審
査
報
告
を
も
と
に
、
予
算
７

議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
と
の
審
査
報
告
書
を
、
議
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

山
岸
三
男

審査報告書の特別委員会の意見は次のとおりです。
１　① 新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない状況の中、町税等の収納向上に各課

連携のもと努められたい。
　　② 国民健康保険税の収納率向上に関係各課と連携を図り万全を期されたい。
２　① 持続可能な社会を目指し、人づくり、地域づくり、まちづくりに努められたい。
　　② 将来を見据え、施設等の適正管理に努められたい。
３　放課後児童クラブ運営事業については、児童の安全面になお一層留意し、正規職員配

置を図られたい。
４　① 新型コロナウイルス感染症対策費については、感染状況を注視し、円滑なワクチン

接種を実施されたい。
　　② 生活系ごみの減量化になお一層努められたい。
　　③ 空き家等対策に万全を期されたい。
５　① 農商工連携により商品開発、ブランド化、販路の確保を図り、農業の活性化を推進

されたい。
　　② 新規就農者、担い手の育成、支援に努められたい。
６　新規事業者及び新型コロナウイルス感染症の影響を配慮した既存事業所の支援に努め

られたい。
７　町道等の整備・維持管理については、計画どおりに推進されたい。
８　消防団、自主防災組織や関係団体と連携し、総合防災対策の充実を図られたい。
９　① 学力向上に努められたい。
　　② 児童・生徒の安全確保に向け、なお一層努められたい。
10　健康寿命の延伸に向け、宮城県後期高齢者制度特別対策事業費補助金のさらなる活用

を図られたい。
11　石綿管布設替を急がれたい。
12　コロナ禍における患者・職員の感染症対策になお一層努められたい。
13　① 公共下水道の計画的な整備促進を図り、水洗化率の向上に努められたい。
　　② 下水道施設の計画的な維持管理に努められたい。
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３月会議

賛
否
討
論

反
対�

赤
坂　
芳
則

３
中
学
校
統
合
に
は

�

賛
成
で
き
な
い

　

一
つ
目
は
、
南
郷
地
域
の

多
く
の
住
民
皆
さ
ん
の
声

「
南
郷
中
学
校
を
存
続
さ
せ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
痛
切
な

思
い
に
応
え
、
町
は
一
番
に

住
民
の
声
を
尊
重
す
べ
き
と

思
う
。
過
疎
地
域
か
ら
学
校

が
無
く
な
っ
た
ら
ま
す
ま
す

過
疎
化
が
進
み
、
い
か
な
る

施
策
も
そ
れ
を
食
い
止
め
る

こ
と
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。

　

二
つ
目
は
、
50
億
９
７
９

９
万
２
８
８
１
円
の
契
約
金

額
で
あ
る
。
町
の
一
般
会
計

の
半
分
に
当
た
る
。
18
年
間

で
負
担
す
る
こ
と
に
し
て
も
、

全
て
町
民
の
負
担
に
な
る
。

こ
の
金
額
を
い
く
ら
で
も
下

げ
る
た
め
の
見
直
し
を
す
べ

き
と
考
え
る
。
南
郷
中
学
校

を
含
め
ず
２
校
統
合
で
あ
れ

ば
、
規
模
の
縮
小
、
経
費
削

減
も
可
能
と
思
わ
れ
る
。
町

民
に
多
額
の
負
の
遺
産
を
残

す
よ
う
な
契
約
は
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

賛
成　

�

前
原　
𠮷
宏

提
案
さ
れ
た
契
約
は

�

必
要
不
可
欠
で
あ
る

　

教
育
委
員
会
で
は
新
中
学

校
の
再
編
整
備
を
様
々
な
意

見
が
あ
る
中
、
保
護
者
、
住

民
の
意
見
な
ど
を
聴
き
な
が

ら
、
慎
重
に
協
議
を
重
ね
、

進
め
て
き
た
。

　

こ
の
学
校
は
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
担
う
生
徒
た
ち
が
、

人
と
の
支
え
合
い
を
大
切
に

し
、
自
ら
学
び
、
た
く
ま
し

く
柔
軟
に
生
き
抜
く
力
を
は

ぐ
く
む
た
め
の
学
校
で
あ
る
。

　

ま
た
、
教
育
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
町
の
中
心
付
近
に
新

し
く
統
合
中
学
校
を
建
設
し
、

町
民
全
体
で
支
え
、
発
展
、

持
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

提
案
さ
れ
た
契
約
は
、
こ

の
こ
と
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
賛
成

で
あ
る
。

新
中
学
校
整
備
始
ま
る

（
要
旨
）　
新
中
学
校
整
備
を

通
し
て
、
地
域
社
会
で
未
来

を
担
う
生
徒
を
育
み
、
支
え

る
環
境
を
つ
く
り
出
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
生

か
し
た
学
校
整
備
、
民
間
事

業
者
の
創
意
工
夫
、
ノ
ウ
ハ

ウ
の
活
用
を
期
待
し
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
手
法
に
よ
る
事
業
と
し
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
事
業
者
の
選
定
を
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
選
定
事

業
者
と
事
業
契
約
を
締
結
す

る
た
め
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。

賛
成
９
反
対
３　
（
可
決
）

質
疑

問　
評
価
委
員
会
で
の
学
識

経
験
者
の
評
価
は
。

答　
建
築
は
、
今
の
時
代
に

合
っ
た
学
校
で
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
な
ど
適
切
に
行
わ
れ
て

お
り
高
い
評
価
を
得
た
。
土

木
に
関
し
て
は
、
設
計
を
町

が
行
っ
て
お
り
工
程
ど
お
り

に
行
う
よ
う
話
が
あ
り
、
選

定
さ
れ
た
大
和
リ
ー
ス
グ
ル

ー
プ
は
経
営
基
盤
が
安
定
し

て
い
る
と
の
評
価
で
あ
る
。

問　
事
業
費
の
内
訳
と
そ
れ

ぞ
れ
の
支
払
い
時
期
は
。

答　
設
計
業
務
１
億
５
７
６

８
万
円
、
建
設
工
事
業
務
42

億
９
９
２
６
万
円
、
解
体
業

務
１
億
５
７
８
３
万
円
で
あ

る
。

　

建
築
工
事
は
、
６
年
度
末

に
一
括
支
払
い
、
造
成
工
事

は
、
４
年
か
ら
６
年
ま
で
、

年
度
ご
と
支
払
う
予
定
で
あ

る
。
維
持
管
理
業
務
４
億
７

４
２
２
万
円
は
、
15
年
間
、

年
４
回
の
60
回
払
い
、
提
案

業
務
９
０
０
万
円
は
、
４
年

度
か
ら
毎
年
１
回
の
18
回
払

い
で
あ
る
。

問　
校
舎
が
一
部
４
階
建
て

に
な
り
、
建
物
面
積
が
縮
小

さ
れ
、
プ
ー
ル
が
階
上
に
あ

る
が
、
土
地
が
軟
弱
地
盤
で

も
大
丈
夫
か
。

答　
必
要
な
基
準
を
要
求
水

準
書
で
示
し
、
そ
れ
を
満
た

し
た
設
計
で
あ
り
、
敷
地
を

有
効
活
用
し
た
提
案
で
あ
る
。

構
造
に
関
し
て
は
、
こ
れ
か

ら
詳
細
設
計
を
行
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
基
準
を
満
た
し
設
計

す
る
た
め
、
プ
ー
ル
が
２
階

で
も
不
安
定
な
構
造
と
は
な

ら
な
い
。

PFIによる
新中学校整備事業可決
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新しい施設で楽しく

安全・安心な児童クラブを

南
郷
放
課
後

�

児
童
ク
ラ
ブ
新
設

（
要
旨
）　
南
郷
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
は
南
郷
児
童
館
施
設

内
で
事
業
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
年
々
利
用
希
望
が

増
加
し
、
現
在
の
施
設
定
員

で
は
受
入
れ
が
難
し
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

４
年
度
南
郷
小
学
校
敷
地
内

に
新
た
に
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
専
用
施
設
を
開
設
し
、
利

用
定
員
45
人
か
ら
80
人
に
拡

大
し
事
業
を
実
施
す
る
も
の

で
す
。

賛
成
全
員(

可
決)

子
ど
も
医
療
費
の
助
成

�

一
部
改
正

（
要
旨
）　
子
ど
も
の
医
療
機

会
の
確
保
及
び
子
育
て
家
庭

に
お
け
る
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
対
象
年
齢

を
４
年
４
月
診
療
分
か
ら
、

従
来
の
15
歳
ま
で
を
18
歳
ま

で
に
拡
充
し
事
業
を
実
施
す

る
も
の
で
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

問　

財
源
は
一
般
財
源
か
。

ま
た
、
予
算
規
模
は
。

答　
財
源
は
４
年
度
一
般
財

源
で
、
事
業
費
は
８
５
１
１

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

問　
医
療
費
助
成
の
増
加
分
は
。

答　
16
歳
以
上
の
医
療
費
助

成
は
、
１
２
０
０
万
円
程
度

見
込
ん
で
い
る
。

消
防
団
員
の
処
遇
改
善

（
要
旨
）　
３
年
４
月
13
日
付

消
防
庁
長
官
通
知
に
基
づ
き
、

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図

る
た
め
、
出
動
報
酬
の
創
設

な
ど
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

問　
こ
の
改
正
で
予
算
が
ど

の
程
度
増
え
る
の
か
。

答　
４
年
度
の
県
、
市
町
村

合
同
で
行
う
総
合
水
防
演
習

訓
練
で
想
定
す
る
と
、
こ
れ

ま
で
１
日
５
０
０
０
円
の
費

用
弁
償
が
、
今
回
４
時
間
超

の
訓
練
を
し
た
場
合
、
１
日

８
０
０
０
円
支
給
で
１
日
当

た
り
の
増
額
が
３
０
０
０
円

と
な
る
。
50
人
参
加
の
場
合
、

15
万
円
程
度
増
額
に
な
る
。

広びろとした

賛
否
討
論

反
対�

手
島　
牧
世

安
全
・
安
心
な

�

環
境
確
保
を

　

新
中
学
校
を
指
定
避
難

所
や
防
災
拠
点
と
す
る
前
に
、

防
災
リ
ス
ク
を
削
減
し
、
周

辺
の
高
圧
電
線
の
不
安
を
払

拭
す
べ
き
。
通
学
路
の
防
犯

対
策
や
交
通
安
全
対
策
の
検

討
と
事
前
計
画
、
予
算
措
置

が
重
要
で
、
部
活
動
改
革
は
、

従
来
通
り
の
施
設
や
設
備

で
良
い
の
か
再
検
討
す
べ
き
。

近
年
の
猛
暑
や
水
泳
授
業
の

動
向
か
ら
、
町
内
に
あ
る
温

水
プ
ー
ル
施
設
の
活
用
を
望

む
。
学
校
跡
地
活
用
が
不
明

瞭
の
ま
ま
解
体
業
務
を
進
め

る
事
に
不
信
感
が
募
る
。
公

共
施
設
の
有
効
活
用
と
子
ど

も
達
の
安
全
・
安
心
を
担
保

す
べ
き
。
以
上
、
充
分
に
考

慮
検
討
せ
ず
に
事
業
を
進
め

る
こ
と
は
、
教
育
環
境
整
備

構
想
が
不
十
分
な
た
め
、
一

般
会
計
予
算
新
中
学
校
整
備

推
進
事
業
費
歳
出
に
反
対
す

る
。

賛
成　

�

佐
野　
善
弘

限
ら
れ
た
財
源
を

�

有
効
に
活
用

　

次
の
２
点
か
ら
賛
成
す
る
。

　

１
点
目
は
、
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
、
保
育
所
の
待
機

児
童
が
今
年
も
解
消
で
き
る

見
込
み
で
あ
り
、
不
動
堂
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
も
整
備
す

る
。
ま
た
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
を
高
校
生
ま
で
拡
大
す

る
な
ど
、「
子
育
て
環
境
の

整
備
」
が
着
実
に
前
進
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
新
中
学
校

建
設
事
業
に
つ
い
て
、
着
実

に
推
進
さ
せ
る
内
容
で
あ
る
。

　

２
点
目
は
、
将
来
の
財
政

負
担
に
配
慮
し
た
予
算
編
成

で
あ
り
、
引
き
続
き
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
、

地
方
債
残
高
を
減
ら
し
、
収

支
均
衡
型
の
財
政
基
盤
に
近

づ
け
て
い
る
。

４
年
度
一
般
会
計
予
算
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楽しみな商品券

好評
４年度
補正予算

プレミアム付商品券

（
要
旨
）　
６
９
５
６
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
０
７
億
４
４
０
０
万
円
と

し
ま
し
た
。

　
賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

夏
頃
、
発
売
予
定

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
補
助
金
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
遠
田
商
工
会
と
協
議
し
、

夏
期
に
利
用
で
き
る
よ
う
調

整
す
る
。

　

購
入
は
応
募
は
が
き
で
申

し
込
み
を
い
た
だ
き
、
多
け

れ
ば
抽
選
を
実
施
す
る
。

中
小
企
業
経
営
安
定
資
金

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
中
小
企
業
経
営

安
定
支
援
金
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

答　
４
月
か
ら
７
月
ま
で
を

目
途
に
受
付
す
る
。
そ
の
後

速
や
か
に
支
給
す
る
。

《主な歳出》
•新型コロナウイルス感染症対応
　農畜産業支援資金つなぎ対策支援金
　�  34万円
•新型コロナウイルス感染症対応
　中小企業経営安定支援金　�  3750万円
•新型コロナウイルス感染症対応
　プレミアム付商品券発行事業補助金
　�  2520万円
•新型コロナウイルス感染症対応
　中小企業振興資金つなぎ対策支援金　　
　�  322万円
•新型コロナウイルス感染症対応
　事業再開に向けた環境づくり支援金
　�  90万円
《主な歳入》
•新型コロナウイルス感染症対応
　地方創生臨時交付金　�  5855万円
•新型コロナウイルス感染症対応
　事業者支援市町村補助金　�  1100万円

※すべての議案の賛否一覧は美里町公式ホームページに掲載しています。

意見が分かれた議案の賛否一覧
■令和３年度３月会議

議
案
番
号

　議員氏名　

　議案名

赤

坂

芳

則

平

吹

俊

雄

吉

田

二

郎

山

岸

三

男

柳

田

政

喜

手

島

牧

世

藤

田

洋

一

櫻

井

功

紀

鈴

木

惠

悦

前

原

𠮷

宏

佐

野

善

弘

村

松

秀

雄

鈴

木

宏

通

賛

成

反

対

審

議

結

果

議案第70号 令和４年度美里町一般会計予算 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 10 2 可決

議案第81号 事業契約の締結について（美里町新中学校整備等
事業） × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ − 9 3 可決

同意第５号 副町長の選任について 無記名投票による採決 11 1 可決

○は賛成、×は反対、欠は欠席を表しています。議長は表決に加わりません。
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３年度
補正予算改訂になる

　ハザードマップ
《主な歳出》
•ふるさと応援基金積立金�
　�  2500万円
•公共施設整備基金積立金
　�  3億500万円
•住民基本台帳システム改修業務委託料
　�  358万円
•保育士、幼稚園教諭等処遇改善補助金
　�  150万円
•定期予防接種業務委託料
　�  △　864万円
•企業立地促進基金積立金　�  3000万円
•ハザードマップ作成業務委託料
　�  1200万円

《主な歳入》
•新型コロナウイルス感染症対策
　地方税減収補填特別交付金
　�  717万円
•道路交通安全施設等整備事業補助金
　�  4801万円
•東日本大震災災害公営住宅家賃
　対策事業補助金　�  2656万円
•ふるさと応援寄附金　�  2500万円
•臨時財政対策債　�  △　9842万円

一
般
会
計

（
要
旨
）　
１
億
７
３
０
７
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
１
２
２
億
７
６

４
４
万
円
と
し
ま
し
た
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

新
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

�

の
配
布

問　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

業
務
委
託
料
の
詳
細
を
。

答　
今
年
度
宮
城
県
が
新
た

に
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
を

公
表
し
た
河
川
が
あ
り
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
が
必

要
と
な
り
１
２
０
０
万
円
で

作
成
し
配
布
す
る
。

職
員
不
足
の
影
響
は

問　
小
牛
田
保
育
所
、
な
ん

ご
う
保
育
園
の
会
計
年
度
任

用
職
員
報
酬
の
減
額
は
。

答　
ど
ち
ら
の
施
設
も
、
職

員
１
名
分
の
減
額
で
あ
る
。

問　
職
員
１
名
不
足
で
保
育

事
業
に
影
響
は
な
か
っ
た
か
。

答　
副
園
長
や
、
場
合
に
よ

っ
て
は
所
長
も
保
育
に
入
り

対
応
を
し
て
い
る
の
で
、
影

響
は
出
て
い
な
い
。

国
か
ら
の
交
付
金
活
用

問　
公
共
施
設
整
備
基
金
積

立
金
３
億
５
０
０
万
円
は
。

答　

国
か
ら
の
交
付
金
で
、

今
後
、
新
中
学
校
を
は
じ
め

公
共
施
設
整
備
、
長
寿
命
化

を
は
じ
め
整
備
費
用
が
か
か

る
の
で
基
金
に
積
み
立
て
て
、

今
後
の
財
政
運
営
に
努
め
る
。

今
後
高
額
の

�

奨
励
金
を
想
定

問　
企
業
立
地
促
進
基
金
３

０
０
０
万
円
を
積
立
し
た
理

由
は
。

答　
企
業
立
地
状
況
を
踏
ま

え
、
か
な
り
高
額
の
奨
励
金

が
今
後
想
定
さ
れ
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
基
金
を
積
み
立

て
て
お
く
。

有
り
難
い

�

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

問　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

２
５
０
０
万
円
は
、
何
名
の

方
か
ら
の
寄
附
な
の
か
。
ま

た
、
こ
の
返
礼
品
は
。

答　
一
名
の
方
で
、
返
礼
品

に
つ
い
て
は
、
本
人
か
ら
辞

退
す
る
と
い
う
連
絡
を
い
た

だ
い
た
。

梅
ノ
木
不
動
堂
線
の

�

改
良
工
事

問　
測
量
設
計
業
務
委
託
料

１
８
０
０
万
円
、
道
路
改
良

工
事
費
２
５
４
万
円
の
内
容

は
。

答　
道
路
新
設
改
良
費
で
、

梅
ノ
木
不
動
堂
線
路
肩
拡
幅

工
事
の
設
計
に
１
８
０
０
万

円
、
同
路
線
の
一
部
工
事
を

行
う
２
５
４
万
円
で
あ
る
。

新しくなるハザードマップ
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副
町
長
の
選
任

須
田　
政
好�

氏 

（
駅
東
１
区
）

賛
成
11
反
対
１（
同
意
）

　

副
町
長
の
任
命
に
同
意
し
ま
し

た
。
任
期
は
８
年
３
月
ま
で
の
４
年

間
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

川
名　
政
彦�

氏 （
和
多
田
沼
２
）

賛
成
12
反
対
０（
同
意
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期

は
６
年
２
月
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

留
守　
広
行�

氏 

（
福
ヶ
袋
）

奥
山　
恒
義�

氏 

（
笹　
館
）

佐
々
木
悦
子�

氏 

（
梅
ノ
木
）

　

町
長
が
議
会
の
意
見
を
聞
い
て

法
務
大
臣
に
推
薦
し
ま
す
。

　

任
期
は
７
年
６
月
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

人
事
案
件

　ロシアは２月24日、ウクライナへの軍事侵攻を開始し、子どもを含む一般市民を
巻き込み、戦火により多数の犠牲者が出ている。この軍事侵攻は、ウクライナへの
重大な主権侵害であり、国際社会の平和と安全を脅かすことは国連憲章への重大な
違反である。また、プーチン大統領は、核武力にも言及しており、非核平和を願っ
てきた美里町として、その言動は断じて容認できない。

　よって、美里町議会は、ロシアによるウクライナへの攻撃や主権侵害に対し、抗
議の意を強く表明するとともに、即時に攻撃を停止し、ロシア軍を完全撤退させる
よう強く要求する。

　また、政府においては、関係各国及び国際社会との緊密な連携のもと、厳格な対
応を講じるとともに、ウクライナ在留邦人の安全確保及び我が国への影響対策につ
いて万全を尽くすよう求める。

　以上決議する。

� 令和４年３月10日　　　　　　
� 宮城県遠田郡美里町議会

決 議
ロシアによる
　ウクライナ軍事侵攻に
 抗議する

提出者　議　員　全　員（可決）

ウクライナ
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３月第２回会議
３月30日

《主な歳出》
•下水道事業会計農業集落排水事業補助金
　�  142万円
•下水道事業会計公共下水道事業補助金
　�  246万円
•不動堂中学校災害復旧工事請負費
　�  187万円
•トレーニングセンター災害復旧工事請負費
　�  275万円
•本庁舎災害復旧工事請負費
　�  130万円

《主な歳入》
•地域下水処理場使用料　�  △　36万円
•財政調整基金繰入金　�  1632万円

天井が落下した議場入口

　

３
月
第
２
回
会
議
で
は
、
３
月
16
日
に
発
生
し
た

地
震
に
よ
る
災
害
復
旧
や
減
免
の
た
め
の
補
正
予
算

４
議
案
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

の
補
正
は
、
こ
れ
で
十
分
か
。

答　
緊
急
的
、
応
急
的
な
対

応
で
あ
る
。
現
在
、
改
修
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

準
備
が
整
い
次
第
、
改
め
て

補
正
予
算
を
お
願
い
す
る
。

問　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
非
常
口
の
扉
が
開
か
な

い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
建
物

の
傾
き
は
確
認
し
て
い
る
の

か
。

答　
何
度
も
被
災
し
て
い
る

建
物
の
た
め
、
多
少
の
傾
き

は
あ
る
が
、
今
回
は
非
常
口

の
み
の
修
繕
で
あ
る
。

問　
財
源
の
見
込
み
は
。

答　
災
害
復
旧
の
財
源
と
し

て
は
、
国
の
補
助
金
、
地
方

債
、
災
害
に
関
す
る
経
費
で

特
別
な
需
要
と
い
う
こ
と
で
、

特
別
交
付
税
の
算
定
が
見
込

ま
れ
る
。

３
年
度
水
道
事
業

�

会
計
補
正
予
算

（
要
旨
）　
水
道
事
業
収
益
的

収
支
の
支
出
に
２
４
２
８
万

円
追
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
４
年
３
月
16
日

に
発
生
し
た
福
島
県
沖
を
震

源
と
す
る
地
震
に
伴
い
、
町

内
各
所
で
配
水
管
の
漏
水
が

発
生
し
て
お
り
、
修
繕
費
が

不
足
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ

と
か
ら
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
収
益
的
収
支

の
合
計
を
８
億
９
５
０
１
万

円
と
し
ま
し
た
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

問　
漏
水
箇
所
は
。

答　
今
回
の
修
理
は
、
青
生

梅
ノ
木
地
区
の
配
水
管
が
漏

水
し
て
い
る
。
こ
れ
を
断
水

せ
ず
に
修
理
す
る
た
め
の
補

正
予
算
で
あ
る
。

４
年
度

�

一
般
会
計
補
正
予
算

（
要
旨
）　
１
５
９
６
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
１
０
７
億
５
９
９
６

万
円
と
し
ま
し
た
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

問　
被
災
状
況
を
確
認
し
て

災害復旧　を早急に
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災害対策本部会議

消防団員協力の下、地域で助け合い

４年度
補正予算

水
道
事
業
会
計

�

補
正
予
算

（
要
旨
）　
水
道
事
業
収
益
的

収
入
を
１
１
３
８
万
円
減
額

し
、
収
益
的
収
入
の
合
計
を

８
億
２
１
２
３
万
円
と
し
ま

し
た
。

　
収
益
的
支
出
を
４
１
２
０

万
円
追
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
収
益
的
支
出
の
合
計

を
７
億
７
０
５
７
万
円
と
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
水
道
料
金
の
一
部

減
免
や
送
水
管
な
ど
の
漏
水

修
理
を
行
う
こ
と
か
ら
補
正

す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
特
別
損
失
中
の
災

害
に
よ
る
損
失
４
１
０
０
万

円
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

企
業
債
４
１
０
０
万
円
を
借

り
入
れ
ま
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

質
疑

問　
収
益
的
収
入
の
減
額
は

断
水
に
よ
る
減
免
と
説
明
が

あ
っ
た
。
減
免
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

答　
断
水
が
数
日
に
わ
た
り
、

地
域
に
よ
っ
て
も
ば
ら
つ
き

が
あ
る
た
め
、
基
本
料
金
を

一
律
に
半
額
減
免
す
る
こ
と

と
す
る
。

下
水
道
事
業
会
計

�

補
正
予
算

（
要
旨
）　
収
益
的
収
入
を
25

万
円
減
額
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
収
益
的
収
入
合
計
を

９
億
７
７
５
４
万
円
と
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
４
年
３
月
16
日

に
発
生
し
た
福
島
県
沖
を
震

源
と
す
る
地
震
の
影
響
で
水

道
の
断
水
に
伴
う
、
濁
り
水

の
解
消
や
汲
み
置
き
水
の
使

用
分
な
ど
平
常
時
で
は
下
水

道
に
は
排
出
さ
れ
な
い
水
道

水
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
４

年
４
月
請
求
分
の
下
水
道
使

用
料
の
基
本
使
用
料
を
一
部

減
免
す
る
も
の
で
す
。

賛
成
全
員（
可
決
）

福島県沖地震による

災害復旧　を早急に
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平
吹
　
俊
雄
　�

��

15

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
期
待

②
陽
性
者
、
自
宅
療
養
者
の
対
応
は

赤
坂
　
芳
則
　�

��

16

①
新
中
学
校
整
備
の
進
行
状
況
は

②
学
校
教
育
環
境
の
方
向
性
は

柳
田
　
政
喜
　�

��

17

①
新
中
学
校
校
舎
感
染
対
策
は

②
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
を

吉
田
　
二
郎
　�

��
18

①
政
策
空
き
家
が
増
え
た
の
は

②
町
道
の
隅
々
ま
で
除
雪
を

佐
野
　
善
弘
　�

��

19

①
若
宮
八
幡
神
社
前
道
路
の
見
通
し
は

②
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
教
育
の
効
果
は

手
島
　
牧
世
　�

��

20

①
健
康
寿
命
延
伸
の
体
制
強
化
を

②
学
校
部
活
動
の
不
安
や
負
担
は

山
岸
　
三
男
　�

��

21

①
新
中
学
校
校
舎
は
３
階
建
て
か

②
中
学
校
解
体
の
跡
地
利
活
用
は

　
３
月
２
日
か
ら
４
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
７
人
の
議
員
が
、
施
政
方
針
や
学
校
教
育
の

環
境
整
備
に
つ
い
て
な
ど
20
項
目
に
わ
た
り
、
町
の
方

針
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　
次
回
の
一
般
質
問
は
６
月
14
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

一般質問
町政を問う町政を問う 議員が行財政全般について執行機関に

疑問点や方針を問うものです

一
般
質
問
あ
れ
こ
れ
　
…
22

　

各
議
員
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
で
き
な
か
っ
た
質
問

を
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
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平 吹 俊 雄

一般質問

３回目の接種で安心を

期待される地域おこし協力隊

問　
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
応
は
。

町
長　

活
き
生
き
セ
ン
タ
ー

で
、
３
月
28
日
か
ら
９
月
末

ま
で
の
祝
日
を
除
く
毎
週
月

曜
日
に
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
広
域
連
携
で
大
崎

市
民
病
院
で
３
月
５
日
か
ら

開
始
し
て
い
る
。

問　
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
は
ど
の
よ
う
に
実

施
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　
３
月
１
日
現
在
、
３

回
目
接
種
者
数
は
、
４
０
４

２
人
、
18
歳
以
上
の
接
種
は

19
・
６
％
で
あ
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
実
施
に
つ
い
て
は
県
内
の

検
査
実
施
医
療
機
関
な
ど
で

行
わ
れ
て
い
る
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
町
内
の
感
染
状
況

は
。

町
長　
３
月
１
日
現
在
、
本

町
の
感
染
者
数
は
累
計
で
１

６
０
人
。
感
染
者
の
年
代
、

療
養
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
３

年
９
月
21
日
以
降
、
県
か
ら

公
表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
把

握
で
き
て
い
な
い
。

問　
陽
性
者
及
び
自
宅
療
養

者
の
対
応
は
。

町
長　

陽
性
者
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
県
、
保
健
所
が
中

心
と
な
っ
て
、
連
日
の
健
康
観

察
の
連
絡
や
指
導
、
家
族
の

対
応
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。　

　

自
宅
療
養
者
に
は
、
療
養

セ
ッ
ト
の
よ
う
な
も
の
が
県
か

ら
配
付
さ
れ
て
い
る
が
、
詳

細
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。

　

町
と
し
て
は
、
感
染
予
防

対
策
の
徹
底
と
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
力
を
注
い
で
い
る
。

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
。

　

４
年
４
月
１
日
に
委
嘱
状

を
交
付
し
、
隊
員
が
個
々
に

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
っ
て
活

動
す
る
。

問　
こ
の
活
動
は
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
起
爆
剤
と
な

り
え
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
の
で
、

担
当
課
は
本
気
に
な
っ
て
進

め
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
が
、
今
後
の
町
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
職
員

も
一
丸
と
な
っ
て
、
隊
員
の

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

問　
本
年
４
月
か
ら
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
を
受
け
入
れ
、

新
た
な
視
点
か
ら
地
域
づ
く

り
活
動
に
取
り
組
む
と
あ
る
。

協
力
隊
員
の
応
募
人
数
、
内

定
人
数
は
。
ま
た
、
募
集
人

数
は
３
、
４
人
程
度
と
あ
る
が

そ
の
人
数
で
間
に
合
う
の
か
。

町
長　
応
募
は
５
人
で
、
４

人
が
内
定
し
て
い
る
。
募
集

人
数
で
、
初
期
の
目
標
を
達

成
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
隊
員
の
活
動
内
容
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

町
長　
３
人
が
町
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
、
１
人
が
公
認
キ

地域おこし協力隊に期待

〈町長〉町の活性化につなげる

陽
性
者
、
自
宅
療
養
者
の
対
応
は

〈
町
長
〉
県
、
保
健
所
が
中
心
と
な
り
行
っ
て
い
る
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一般質問

問　
平
成
26
年
３
月
「
美
里

町
学
校
教
育
環
境
審
議
会
」

よ
り
提
出
さ
れ
た
答
申
で
は
、

南
郷
中
学
校
は
現
状
の
と
お

り
と
す
る
と
な
っ
て
い
た
が
、

い
つ
３
中
学
校
統
合
に
な
っ

た
の
か
。

教
育
長　
平
成
29
年
12
月
28

日
の
教
育
委
員
会
臨
時
会
に

お
い
て
３
中
学
校
を
１
校
に

再
編
す
る
基
本
的
な
方
向
性

を
決
定
し
て
い
る
。　

問　
新
中
学
校
整
備
に
つ
い

て
現
時
点
の
進
行
状
況
と
見

通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　
４
年
１
月
に
基
本
協

定
を
締
結
。
事
業
契
約
に
向

け
て
事
務
を
進
め
て
い
る
。

　

選
定
業
者
は
大
和
リ
ー
ス

株
式
会
社
仙
台
支
店
が
代
表

の
４
社
で
構
成
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
で
、
契
約
金
額
は
50

億
９
７
９
９
万
円
の
予
定
と

な
っ
て
い
る
。　

　

契
約
期
間
は
４
年
４
月
１

日
か
ら
22
年
３
月
31
日
ま
で

の
18
年
間
の
予
定
で
あ
る
。

問　
民
間
企
業
に
任
せ
る
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何

か
。

町
長　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
メ

リ
ッ
ト
は
、
民
間
事
業
者
の

創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活

用
が
期
待
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
事
業
開

始
ま
で
の
作
業
期
間
が
通
常

よ
り
長
く
な
る
こ
と
。

問　
開
校
後
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
の
送
迎
と
部
活
動
と
の

関
係
、
遠
距
離
通
学
生
徒
の

安
全
確
保
や
精
神
ケ
ア
な
ど

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　
今
後
「
新
中
学
校

開
校
準
備
委
員
会
」
で
検
討

し
て
行
く
。

問　
新
中
学
校
管
理
運
営
の

年
間
予
算
は

教
育
長　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ

る
維
持
管
理
費
や
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
営
費
、
給
食
事
業
費

な
ど
、
合
わ
せ
て
最
大
年
間

１
億
４
０
０
０
万
円
程
を
見

込
ん
で
い
る
。

問　
出
生
数
の
減
少
が
続
い

て
い
る
が
、
中
学
校
統
合
よ

り
小
学
校
統
合
が
先
で
は
な

い
か
。

教
育
長　
小
学
校
の
再
編
に

つ
い
て
は
住
民
、
保
護
者
、

学
校
な
ど
の
意
見
を
踏
ま
え

地盤が軟弱な建設予定地

明るく活気に満ちた南郷中学校

な
が
ら
必
要
に
応
じ
検
討
し

て
行
く
。

問　
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
教
育（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
な
ぜ
環
境

教
育
を
中
心
と
し
た
学
習
な

の
か
。

町
長　
人
類
最
大
の
課
題
で

あ
る
環
境
問
題
を
自
分
事
と

し
て
捉
え
、
自
ら
行
動
で
き

る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

テ
ー
マ
と
し
て
考
え
た
。

問　
過
疎
指
定
さ
れ
た
南
郷

地
域
の
活
性
化
に
中
学
校
の

存
続
は
不
可
欠
と
思
う
が
具

体
的
な
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長　
南
郷
地
域
の
活
性
化
、

若
者
の
定
住
、
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
具
体

的
な
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。

新中学校整備の進行状況は

〈町長〉本契約締結に進んでいる

学
校
教
育
環
境
の
方
向
性
は

〈
教
育
長
〉
関
係
者
と
検
討
し
て
行
く
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サ
ー
付
き
の
換
気
シ
ス
テ
ム

は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
省
エ
ネ
の
視
点
か

ら
教
室
・
職
員
室
な
ど
に
全

熱
交
換
器
を
導
入
す
る
。

問　
中
学
校
で
は
以
前
か
ら

ト
イ
レ
の
臭
い
に
つ
い
て
苦

情
も
あ
り
、
換
気
が
不
十
分

だ
と
感
じ
た
。
ト
イ
レ
も
同

様
に
換
気
シ
ス
テ
ム
が
必
要

と
思
う
が
。

町
長　
非
接
触
設
備
、
人
感

セ
ン
サ
ー
照
明
な
ど
の
非
接

触
・
抗
菌
な
ど
の
提
案
は

あ
っ
た
が
、
ト
イ
レ
に
特
化

し
て
の
換
気
に
つ
い
て
は
、

明
確
な
提
案
は
な
い
。

問　
４
年
度
に
校
舎
な
ど
の

基
本
設
計
、
実
施
設
計
が
着

手
さ
れ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を

踏
ま
え
た
新
校
舎
の
感
染
対

策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
設
備
な
ど
の
設
計

に
際
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
代
表
さ
れ
る

感
染
症
対
策
を
念
頭
に
入
れ

た
計
画
と
す
る
。
自
然
換
気
、

非
接
触
設
備
の
導
入
、抗
菌
・

抗
ウ
イ
ル
ス
機
能
の
材
料
の

採
用
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。

問　
換
気
が
一
番
肝
心
だ
が
、

熱
交
換
や
二
酸
化
炭
素
セ
ン

〈教育長〉今後確認しながら進める

新中学校校舎感染対策は

柳 田 政 喜

一般質問

マイクロプラスチック対策を

〈町長〉国、県にも働きかけ検討する

問　
被
覆
肥
料
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る

海
洋
汚
染
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
が
、
本
町
の
取
り
組
み

状
況
は
。

町
長　

３
年
６
月
成
立
の

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資

源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る

法
律
」
に
お
い
て
、
農
業
用

器
具
な
ど
に
係
る
使
用
済
み

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
環
境

汚
染
防
止
の
措
置
を
行
う
こ

と
な
ど
の
附
帯
決
議
が
盛
り

込
ま
れ
た
。

　

本
町
の
生
産
現
場
で
も
、

多
く
の
生
産
者
が
使
用
し
て

い
る
。
本
町
と
し
て
は
、
環

境
に
優
し
い
農
業
生
産
を
推

進
す
る
た
め
、
被
覆
肥
料
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
や
、
圃
場
か
ら
の

流
出
抑
制
な
ど
に
つ
い
て
周

知
を
図
る
。

問　
代
替
品
は
値
段
も
高
く
、

さ
ら
に
資
材
も
高
騰
し
て
い

る
。
農
業
が
基
幹
産
業
の
本

町
と
し
て
、
早
急
に
対
策
事

業
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

町
長　
国
や
県
に
も
働
き
か

け
、
本
町
で
何
が
で
き
る
か

検
討
し
進
め
て
い
く
。

一般質問

心配されるコーテイング肥料

室温を保ち換気できる全熱交換器
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一般質問

地域で頑張っている除雪協力員

空き家が目立つ町営住宅

吉 田 二 郎

政
策
空
き
家
が
増
え
た
の
は

〈
町
長
〉
耐
用
年
数
が
経
過
し
た
た
め

町道の隅々まで町民と除雪を

〈町長〉町民と力を合わせて取り組む

問　
町
営
住
宅
に
お
け
る
快

適
な
環
境
と
は
。

町
長　
住
宅
の
安
全
性
が
確

保
さ
れ
、
入
居
者
が
日
常
生

活
を
送
る
う
え
で
支
障
な
く
、

十
分
な
居
住
空
間
が
確
保
さ

れ
て
い
る
環
境
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問　
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い

公
表
さ
れ
て
い
る
「
公
営
住

宅
等
日
常
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
。

問　
町
内
に
は
９
カ
所
の
町

営
住
宅
と
、
３
カ
所
の
災
害

公
営
住
宅
が
あ
る
。
４
年
１

月
現
在
で
住
宅
管
理
戸
数
と

入
居
戸
数
は
い
く
ら
か
。

町
長　

４
年
１
月
末
現
在
、

町
営
住
宅
管
理
戸
数
２
９
０

戸
、
入
居
戸
数
２
１
５
戸
、

災
害
公
営
住
宅
管
理
戸
数
40

戸
、
入
居
戸
数
39
戸
で
あ
る
。

問　

２
年
10
月
と
４
年
１
月

を
比
べ
る
と
、
政
策
空
き
家

が
北
浦
第
三
住
宅
、
大
柳
第

二
住
宅
、
二
郷
第
一
住
宅
で

増
え
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

町
長　
建
築
か
ら
か
な
り
の

年
数
が
経
過
し
て
お
り
、
退

去
後
は
基
本
的
に
政
策
空
き

家
に
し
て
い
る
た
め
。

問　
今
年
の
冬
は
気
温
が
低

く
、
降
雪
量
の
多
い
年
で
あ

っ
た
。
農
業
施
設
の
被
害
は

ど
う
か
。

町
長　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
２

棟
、
牛
舎
１
棟
の
被
害
で
あ

る
。
ま
た
、
農
業
用
と
し
て

は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
３
棟
の
被
害

も
確
認
し
て
い
る
。

問　
町
道
は
全
て
除
雪
の
対

象
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
そ

れ
と
も
、
除
雪
す
る
場
所
を

指
定
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
町
道
は
全
て
除
雪
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
が
、
委

る
公
営
住
宅
の
建
て
替
え
に

つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る

と
あ
る
が
、
経
年
劣
化
の
目

安
の
基
準
は
。

町
長　
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
し
、
建
物
の
耐
用
年
数
な

ど
か
ら
建
て
替
え
を
検
討
す

る
。
計
画
策
定
の
際
、
劣
化

判
定
を
し
て
い
る
。
建
物
の

判
定
は
、
国
土
交
通
省
か
ら

託
業
者
に
対
し
て
は
幹
線
道

路
な
ど
を
優
先
し
て
作
業
を

す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

問　

委
託
業
者
は
何
社
で
、

除
雪
す
る
機
械
は
同
じ
か
。

町
長　
業
者
は
４
社
で
、
除

雪
す
る
機
械
は
業
者
に
よ
っ

て
異
な
る
。

問　
町
民
と
力
を
合
わ
せ
町

道
の
隅
々
ま
で
除
雪
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

町
長　
町
民
と
力
を
合
わ
せ

て
町
道
の
除
雪
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
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一般質問

若宮八幡神社前道路の見通しは

〈町長〉牛飼バイパスに合わせ検討

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
教
育
の
効
果
は

〈
教
育
長
〉
低
コ
ス
ト
、
高
品
質
サ
ー
ビ
ス
が
可
能

問　
県
道
鹿
島
台
高
清
水
線

と
国
道
１
０
８
号
小
牛
田
バ

イ
パ
ス
を
直
結
す
る
、
仮
称

牛
飼
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
つ

い
て
、
今
後
の
見
通
し
は
。

町
長　
現
在
、
県
が
国
道
と

の
接
続
に
つ
い
て
国
土
交
通

省
と
協
議
中
で
、
協
議
が
整

い
次
第
工
事
が
進
捗
す
る
。

問　
牛
飼
バ
イ
パ
ス
完
成
時

期
は
。

町
長　
完
成
時
期
は
、
示
さ

れ
て
い
な
い
。

問　
若
宮
八
幡
神
社
前
の
道

路
予
定
地
の
県
道
鹿
島
台
高

清
水
線
へ
の
接
続
に
つ
い
て
、

２
月
１
日
、
中
埣
区
長
会
よ

り
早
期
着
工
を
求
め
る
要
望

書
が
提
出
さ
れ
た
。
今
後
の

見
通
し
は
。

町
長　
仮
称
牛
飼
バ
イ
パ
ス

と
関
連
性
が
あ
る
道
路
で
あ

る
の
で
、
同
バ
イ
パ
ス
の
進

捗
に
合
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

　

県
道
と
国
道
が
直
結
し
て
、

若
宮
八
幡
神
社
前
の
道
路
も

県
道
と
接
続
で
き
る
環
境
に

な
っ
た
ら
進
め
た
い
。

問　
新
中
学
校
整
備
に
つ
い

て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
の
募
集
、

選
定
、
協
定
締
結
、
契
約
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

町
長　
事
業
者
の
選
定
を
終

え
、
４
年
１
月
17
日
に
基
本

協
定
を
結
ん
で
お
り
、
現
在

事
業
契
約
の
締
結
に
向
け
て

事
務
を
進
め
て
い
る
。

問　
新
中
学
校
ア
イ
デ
ア
コ

ン
テ
ス
ト
実
施
内
容
は
、
今

後
ど
う
活
か
さ
れ
る
の
か
。

町
長　
多
く
の
ア
イ
デ
ア
を

い
た
だ
い
た
中
に
、
桜
を
描

い
た
学
校
が
あ
り
、
提
案
に

取
り
込
ま
れ
た
。
今
後
の
基

本
設
計
、
実
施
設
計
の
中
で

検
討
し
て
い
く
。

問　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
、
中
学

校
教
育
に
ど
の
よ
う
な
効
果

が
期
待
で
き
る
か
。

教
育
長　
設
計
、
建
設
、
維

持
管
理
業
務
を
包
括
的
に
発

生徒も期待している新中学校

早期着工が望まれる若宮八幡神社付近

佐 野 善 弘

注
す
る
も
の
で
、
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
幅
広
く
生
か
し
、

低
コ
ス
ト
で
高
品
質
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
が
可
能
な
方
式
で

あ
る
。
生
徒
が
意
欲
的
、
主

体
的
に
学
習
す
る
効
果
が
期

待
で
き
る
。

問　
就
学
援
助
制
度
の
見
直

し
の
内
容
、
経
過
は
。

教
育
長　
就
学
援
助
の
援
助

費
目
の
追
加
と
準
要
保
護
世

帯
の
認
定
基
準
に
所
得
要
件

を
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

経
過
は
、
議
会
か
ら
学
校
給

食
費
助
成
の
提
言
を
受
け
、

給
食
費
を
一
律
補
助
す
る
の

で
は
な
く
、
子
ど
も
の
貧
困

を
踏
ま
え
経
済
的
に
支
援
が

必
要
な
家
庭
を
支
援
す
る
就

学
援
助
制
度（
案
）を
町
長
と

協
議
し
た
。
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手 島 牧 世

健康寿命延伸の体制強化を

〈町長〉町を挙げて取り組む

学
校
部
活
動
の
不
安
や
負
担
は

〈
教
育
長
〉
生
じ
な
い
よ
う
進
め
る

一般質問

問　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ

い
て
、
本
町
の
考
え
は
。

町
長　
生
活
習
慣
病
の
予
防

な
ど
健
康
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。保
健
・

医
療
・
福
祉
の
み
な
ら
ず
、

社
会
教
育
、
家
庭
教
育
、
青

少
年
教
育
、
生
涯
学
習
環
境

及
び
ス
ポ
ー
ツ
環
境
に
つ
い

て
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
わ
た
っ
て
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
単
一
的
な
事
業
の
展
開

で
は
な
く
、
継
続
・
連
携
の

体
制
を
話
す
場
は
あ
る
の
か
。

町
長　
現
時
点
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
課
が
行
う
事
業

実
施
で
、
１
人
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
連
携
し
た
取
組
を

話
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い

く
体
制
は
、
取
れ
て
い
な
い
。

問　
健
康
教
室
を
開
催
し
て

も
他
と
連
携
が
な
い
と
続
け

る
こ
と
が
難
し
い
。
介
護
予

防
教
室
を
周
知
す
る
だ
け
で

終
わ
っ
て
は
健
康
寿
命
の
延

伸
に
繋
が
ら
な
い
の
で
、
病

問　
学
校
部
活
動
の
段
階
的

地
域
移
行
に
関
す
る
本
町
の

見
通
し
は
。

教
育
長　

現
状
を
把
握
し
、

情
報
収
集
に
努
め
る
。

問　
町
の
方
向
性
が
見
え
な

い
と
生
徒
や
保
護
者
を
戸
惑

わ
せ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

や
競
技
団
体
の
把
握
・
連
携

を
教
育
委
員
会
主
導
で
体
制

整
備
を
進
め
て
は
。

施設や設備を最大限に活用を

気
に
な
る
前
の
予
防
支
援
体

制
強
化
の
検
討
を
。

町
長　
町
営
プ
ー
ル
を
所
有

し
て
い
て
も
連
携
が
取
れ
て

い
な
い
。
今
後
課
題
と
し
て

取
り
組
む
考
え
で
あ
る
。　

　

各
公
共
施
設
、
特
に
ス

ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
を
有
効
に

活
用
し
、
町
民
の
生
涯
を
通

し
て
の
健
康
づ
く
り
の
継
続
、

健
康
延
伸
を
図
れ
る
よ
う
に

町
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い

く
考
え
で
あ
る
。

教
育
長　
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
所
管
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、

指
導
者
と
も
協
議
を
行
う
。

問　
新
中
学
校
の
整
備
・
協

議
は
、
学
校
部
活
動
の
在
り

方
を
注
視
す
べ
き
で
あ
る
。

地
域
移
行
の
体
制
整
備
は
、

移
行
期
の
児
童
生
徒
に
過
度

な
不
安
や
負
担
の
か
か
ら
な

い
措
置
を
行
う
べ
き
で
は
。

教
育
長　
今
後
、
中
学
校
部

活
動
の
在
り
方
を
注
視
し
、

教
育
委
員
会
や
新
中
学
校
開

校
準
備
委
員
会
な
ど
で
検
討

し
て
い
く
。
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
は
、
児
童
生
徒
へ

の
影
響
に
十
分
配
慮
し
、
過

度
な
不
安
や
負
担
が
生
じ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
進
め
る
。

問　
部
活
動
で
車
が
な
い
と

移
動
で
き
な
い
場
合
の
ア
ク

セ
ス
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
利
用
や
住
民
バ
ス
の
検

討
を
。

教
育
長　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
だ

け
で
は
な
く
、
総
体
的
な
交

通
網
部
分
に
つ
い
て
も
、
町

長
部
局
担
当
と
相
談
し
な
が

ら
進
め
た
い
。
開
校
準
備
委

員
会
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

よ
り
よ
い
方
向
を
模
索
す
る
。

問　
施
設
の
有
効
活
用
と
競

技
団
体
が
部
活
動
と
リ
ン
ク

し
て
欲
し
い
。
ス
ポ
ー
ツ
推

進
を
し
な
が
ら
部
活
動
に
反

映
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
。

町
長　

少
な
い
人
数
の
中
、

学
校
で
多
種
多
様
な
選
択
肢

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
事

実
だ
。
７
年
４
月
か
ら
新
中

学
校
の
中
で
の
選
択
肢
が
広

く
な
る
。
子
ど
も
達
の
意
向

を
尊
重
し
体
制
も
構
築
で
き

れ
ば
と
思
う
。
教
育
委
員
会

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
今

後
進
め
て
い
く
。
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跡地の有効利用に期待

山 岸 三 男

一般質問

中学校解体の跡地利活用は

〈町長〉検討会を立ち上げる
問　
工
程
表
に
は
４
年
３
月

に
小
牛
田
中
学
校
、
不
動
堂

中
学
校
の
跡
地
利
用
方
針
を

決
め
る
と
あ
る
が
そ
の
内
容

は
。

町
長　
跡
地
利
活
用
関
係
に

つ
い
て
は
、
要
求
水
準
書
の

中
に
地
域
活
性
化
に
関
す
る

検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
テ
ー

マ
と
し
て
既
存
中
学
校
の
跡

地
活
用
方
針
の
検
討
を
す
る

と
し
て
あ
る
。
検
討
会
に
は

事
業
者
に
も
参
加
、
支
援
し

て
も
ら
う
。

　

事
業
者
か
ら
の
提
案
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
て
意

見
を
聴
取
す
る
と
か
、
跡
地

問　
新
中
学
校
は
、
６
年
度

の
推
計
で
、
生
徒
数
５
７
１

人
、
校
舎
は
Ｒ

※

Ｃ
３
階
建
て
、

普
通
教
室
21
学
級
、
各
学
年

７
学
級
で
計
画
さ
れ
た
が
変

わ
ら
な
い
の
か
。

町
長　
建
物
は
一
部
軽
量
鉄

骨
で
、
基
本
的
に
は
Ｒ
Ｃ
４

階
建
て
、
要
求
水
準
以
上
で

提
案
さ
れ
て
い
る
。　

　

教
室
数
も
要
求
水
準
以
上

の
教
室
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

問　
町
が
３
階
建
て
か
ら
４

階
建
て
に
要
求
し
た
の
か
。

町
長　
提
案
業
者
か
ら
、
敷

地
が
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
限
ら

れ
て
お
り
、
敷
地
を
有
効
に

活
用
す
る
た
め
４
階
建
て
の

提
案
が
あ
っ
た
。

問　
町
と
し
て
そ
れ
で
い
い

と
受
け
止
め
た
の
か
。

町
長　
新
中
学
校
建
設
に
向

け
た
学
識
経
験
者
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
評
価
委
員
会
の
中

で
、
総
合
的
に
判
断
し
て
大

和
リ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
を
選
定

し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
４
階
建
て
で
よ

い
と
判
断
を
し
た
。

問　
町
と
し
て
の
要
望
な
ど

考
え
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
業
者
に
示
さ

れ
て
い
る
の
か
。

町
長　
提
案
以
前
に
、
募
集

要
項
な
ど
を
公
表
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
要
求
水
準
書
が
あ

り
、
町
と
し
て
こ
う
い
う
建

物
、
学
校
を
つ
く
り
た
い
と

い
う
最
低
の
水
準
を
示
し
て

い
る
。
町
と
し
て
必
要
な
も

の
は
そ
の
要
求
水
準
書
に
全

て
網
羅
し
て
あ
り
、
そ
の
水

準
を
満
た
し
て
提
案
を
受
け

て
い
る
。

利
活
用
の
方
針
決
定
や
施
設

整
備
か
ら
運
営
ま
で
の
サ

ポ
ー
ト
す
る
提
案
を
受
け
て

い
る
。

問　
町
と
し
て
の
考
え
は
な

い
の
か
。

町
長　
現
時
点
で
具
体
的
な

案
は
な
い
。
４
年
度
か
ら
検

討
会
な
ど
を
立
ち
上
げ
、
町

民
や
議
会
を
含
め
、
い
ろ
い

ろ
な
意
見
を
聞
き
、
地
域
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
全
体
を

考
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
構

想
そ
し
て
計
画
を
つ
く
っ
て

い
く
。

※
Ｒ
Ｃ
…�

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

新中学校校舎は３階建てか

〈町長〉４階建てで提案されている
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一般質問一般質問
あ
れこ
れ

議会の活動 （12月会議から３月会議まで）
美里町議会（本会議） ４日

議会運営委員会 ３日

総務、産業、建設常任委員会 ２回

教育、民生常任委員会 ２回

全員協議会 ２回

新議員研修 １回
宮城県町村議会議長会
新議員研修会 １回

議員懇談会 ２回

議会だより編集特別委員会 ５回

大崎地域広域行政事務組合議会(美里町選出議員）
議会全員協議会 １回

件　　　　　名 提　　出　　者 受付年月日

国民の祝日「海の日」を7月20日に固定
化する意見書を提出いただきたい件

海事振興連盟
会長　衛藤　征士郎

４年
３月７日

女性トイレの維持及びその安心安全の確
保について

女性スペースを守る会
−ＬＧＢＴ法案における『性自認』
に対し慎重な議論を求める会−
共同代表　飯野　真理　ほか

４年
３月28日

※ 陳情書とは、紹介議員のある請願書以外のものをいいます。

３月会議、３月第２回会議で全議員に配付しました。

陳
情
書
等
一
覧

吉
田
　
二
郎

学
習
の
機
会
、

施
設
の
提
供
は
等
し
く

問　
中
埣
小
学
校
の
給
食
は

熱
々
の
給
食
を
提
供
で
き
て

い
る
の
か
。

教
育
長　
温
か
く
提
供
で
き

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
可
能

な
限
り
温
か
い
も
の
を
提
供

す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問　
北
浦
小
学
校
と
同
一
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

も
、
中
埣
小
学
校
に
給
食
設

備
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

教
育
長　
こ
れ
ま
で
北
浦
小

学
校
で
調
理
し
た
給
食
を
問

題
な
く
提
供
で
き
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
北
浦

小
学
校
で
給
食
を
つ
く
っ
て

配
送
し
、
中
埣
小
学
校
の
児

童
に
給
食
を
提
供
し
て
い
く

考
え
で
あ
り
、
現
時
点
で
は

給
食
設
備
の
設
置
は
考
え
て

い
な
い
。

平
吹
　
俊
雄

ナ

※

ラ
シ
対
策
の
交
付
は

問　
ナ
ラ
シ
対
策
の
事
務
的

な
進
捗
状
況
は
。

町
長　
４
年
４
月
末
の
ナ
ラ

シ
対
策
交
付
申
請
に
向
け
て
、

現
在
作
物
の
等
級
や
収
量
の

確
定
作
業
を
行
っ
て
お
り
、

該
当
と
な
れ
ば
５
月
下
旬
か

ら
６
月
に
交
付
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
る
。

手
島
　
牧
世

問　
新
生
児
先
天
性
代
謝
異

常
症
の
検
査
状
況
と
補
助
は
。

町
長　
新
生
児
訪
問
で
確
認

し
、
県
が
全
額
負
担
し
て
い

る
。

問　
希
望
の
保
育
施
設
に
入

れ
な
か
っ
た
方
へ
の
説
明
は
。

町
長　
入
所
児
童
選
考
基
準

表
に
よ
り
採
点
し
、
申
請
受

付
時
に
保
護
者
に
対
し
説
明

を
行
っ
て
い
る
。

問　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
の
活
動
が
、
必
要
と
し
て

い
る
人
に
繋
が
る
よ
う
な
体

制
や
周
知
を
。

町
長　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
意
向
も
確
認
し
な
が
ら
、

周
知
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
の
充
実
を

※
ナ
ラ
シ
対
策
…�

収
入
減
少
影
響

緩
和
交
付
金

詳しい議会の活動は、議会ホームページ
でご覧いただけます。
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あれどうなってんのしゃあれどうなってんのしゃ

　これまで、予算、決算審査において、納税の公正、公平性と自主財源である町
税の安定的な収納を確保するため、納税者の利便性の向上と納付意識を高める努
力を継続し、収納向上を求めてきました。

　町税の収納率は平成30年度96.5％、令和元年度96.6％、２年度96.7％と向上
しています。
　納税者の利便性向上のため、２年度からスマートフォンアプリでの納付、３年
度からインターネットを利用した口座振替の申込みができるようになっています。
５年度からは、新たにＱＲコードを利用した納税が開始される予定となっており、
納税しやすい環境整備を行っています。　
　今後も引き続き町税などの収納向上と納税者の利便性向上を求めていきます。

どうなった

時流に即した取り組みで収納向上

町税などの収納向上を
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●
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
２
月
に
、
町
内
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
、
１
回
目
、
２
回
目
し
た
ク
リ
ニ

ッ
ク
で
予
約
さ
れ
て
通
知
が
来
て
、
主
人
と
私

は
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
老
い
た
私
た
ち
は
予

約
す
る
の
は
大
変
で
し
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

感
謝
し
て
い
ま
す
。�

（
77
歳
）

●
４
月
よ
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の
設
置
を
利

用
で
き
る
こ
と
で
す
が
、
私
も
参
加
し
て
健
康

な
身
体
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
72
歳
）

●
（
議
会
だ
よ
り
）毎
月
楽
し
み
に
拝
読
し
て
お
り

ま
す
。
地
域
の
様
々
な
情
報
が
わ
か
り
、
大
変

役
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。
選
挙
も
終
わ
り
町
長

さ
ん
始
め
議
員
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
期

待
し
て
お
り
ま
す
。�

（
71
歳
）

●
町
長
様
、
町
議
会
議
員
の
皆
様
、
大
変
ご
苦
労

様
で
す
。
美
里
町
が
住
み
や
す
い
町
に
、
心
あ

た
た
か
い
町
に
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。�

（
72
歳
）

●
除
雪
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
あ
り
が
た
い
の
で

す
が
、
中
途
半
端
と
い
う
か
雑
な
感
じ
が
し
ま

す
。
と
て
も
車
で
走
り
に
く
い
で
す
。�（
48
歳
）

●
い
つ
か
応
募
し
て
み
よ
う
と
思
い
な
が
ら
毎
月

読
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
は
が
き
を
出

し
て
み
ま
し
た
。�

（
56
歳
）

●
身
近
な
質
問
、
要
求
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
立
場

に
立
っ
た
議
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
57
歳
）

●
寒
い
毎
日
で
す
が
、
何
と
な
く
春
を
感
じ
ら
れ

る
こ
の
頃
、
議
員
さ
ん
た
ち
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
、
今
後
の
活
動
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
美

里
町
が
輝
け
る
町
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

�

（
77
歳
）

●
毎
回
季
節
に
合
っ
た
表
紙
が
と
て
も
目
を
引
き

ま
す
。
今
号
の
成
人
式
の
写
真
も
素
敵
で
し
た
。

記
事
も
様
々
な
取
り
組
み
が
わ
か
り
や
す
く
書

か
れ
て
い
て
読
み
や
す
い
で
す
。�

（
34
歳
）

●
南
郷
高
等
学
校
が
廃
校
に
な
っ
た
ら
美
里
町
も

寂
し
く
な
り
ま
す
ね
。
故
野
田
翁
に
対
し
て
も

申
し
訳
な
い
気
が
し
ま
す
が
、
時
代
の
移
り
変

わ
り
に
は
勝
て
ま
せ
ん
ね
。
残
念
で
す
。

議
会
だ
よ
り
の
ク
イ
ズ
に
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

声声
みなさんのみなさんの

　

４
月
11
日（
月
）に
、
ふ
ど
う
ど
う
幼
稚

園
で
行
わ
れ
た
入
園
式
の
様
子
で
す
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
い
幼
稚
園
生
活
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

表紙写真
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町内で活動している
団体を紹介します。第５回

ふれあいコーナー

子育て支援の輪がますます広がるよう応援しています！

Ｑ　活動をはじめたきっかけは？

Ａ　�育児サークルがなかった美里町で、子育
てを頑張るママ仲間の輪を広げたいと立
ち上げたのがきっかけです。2018年冬
から手探りながら【親子のふれあいとマ
マの癒し】をモットーに続けてきました。
【ママと子どもたちの居場所】になって
もらえるといいな、と思っています。「子
どもたちの豊かな体験」と�「親子のふれ
あい」を楽しめる�サークルです。

Ｑ　議会だよりの感想・議会に一言！

Ａ　�・議会だよりは、新中学校の話題など、
子育てに関するものをよく読んでいま
す！これからもそのような情報を載せて
ほしいです！
・町外出身なので、議会だよりで美里町
への理解が深まりました。町内で活動し
ている団体の紹介も面白いです。表紙が
いつも素敵です！
・未来の美里町を大切に想ってくれる子
どもたちが育つように、議員のみなさん
の手腕をいかんなく発揮していただける
ことを切に願います。

Ｑ　活動内容をどうぞ！

Ａ　�活動は主に３種類�①絵本やふれあい遊びの日�
②ママの癒しと学びの日�③親子英語の日。特に
②癒しと学びの日には、「親子撮影会」「臨床心
理士さんのストレスケア講座」「こどもにやさし
い防災のお話」「ファイナンシャルプランナーの
子育てにまつわるお金のお話」「もったいない交
換会」など“親子でやってみたいこと”�や“マ
マとして学んでみたいこと”を実現しています。
０歳～６歳までの親子と小学生までの保護者さ
んが対象です。第２・第４木曜日は駅東交流セ
ンター、土曜日（月一回）は南郷改善センターで
10時半から活動しています。また、子育て支
援に関心のある方には協賛会員としてご参加い
ただいています。

育児サークル「ぶっくしぇるふ」

25美里町議会だより
令和４年５月１日



環境に配慮し再生紙を
使用しています。

発行／美里町議会　編集／議会だより編集特別委員会
〒987-8602　宮城県遠田郡美里町北浦字駒米13番地

TEL（0229）33-2118  FAX（0229）33-2402
E-mail:gikai@town.misato.miyagi.jp

検索GO！

応募方法
　ハガキまたはＥメールに答え、住所、
氏名、年齢、ご感想などを記入の上、
議会事務局までお寄せください。正解
者の中から抽選で５人に記念品を差し
上げます。

　　　あて先　
〒987−8602
美里町議会事務局　議会だより係
E-mail:gikai@town.misato.miyagi.jp

　　　締切日
　令和４年５月31日㈫（当日消印有効）
前号の当選者　おめでとうございます
　（応募22件、正解者21人）
　・荒　川　たえ子　さん（牛飼１区）
　・渡　部　かな子　さん（木間塚２）
　・佐々木　貴美子　さん（中　　組）
　・星　　　幸　江　さん（新　　田）
　・佐々木　　　崇　さん（上二郷１）
◎前号の答え
　（計画・最終・２９）

ク イ ズ

　議会だよりでお伝えしきれない会議
の記録は、美里町公式ホームページま
たは近代文学館や南郷図書館
でご覧になれます。

美里町公式ホームページ
（URL：https：//www.town.misato.miyagi.jp/）の
「町議会・監査」→「会議録」から閲覧できます。

皆さん議会を傍聴
してみませんか

次回の会議 予定

６月14日（火）午前10時から
一般質問通告書は、ご希望の方に無料で提供します。

議会ライブ YouTube 配信
会議の映像をYouTube配信しています。
ホームページからご覧になれます。

　

こ
の
度
の
３
月
16
日
に
発
生
し
た

地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
昼
夜
問
わ
ず
給
水
支
援
や
災
害

復
旧
に
従
事
さ
れ
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
地
震
の
影

響
に
よ
り
、
大
変
な
状
況
下
で
の
３

月
会
議
で
し
た
が
、
４
年
度
予
算
審

査
や
復
旧
に
係
る
審
議
も
滞
り
な
く

行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
美
里
町
に
期
待

い
た
し
ま
す
。

　

災
害
時
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と
の
一

つ
に
、
こ
の
町
の
人
の
温
か
さ
や
優
し

さ
が
あ
り
ま
す
。
大
変
な
最
中
に「
大

丈
夫
だ
っ
た
」「
水
は
あ
る
」
と
声
を

掛
け
合
う
ご
近
所
の
姿
は
、
本
当
に

素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
共
助

と
い
う
名
の
思
い
や
り
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
議
会
だ
よ
り
は
、
住

民
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
声
を

支
え
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
伊
藤　

牧
世
）

�

（
旧
姓
・
手
島
）

発
行
責
任
者

　議
　
　
長
　
鈴
　
木
　
宏
　
通

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　委
員
長
　
佐
　
野
　
善
　
弘

　副
委
員
長
　
伊
　
藤
　
牧
　
世

　委
　
　
員
　
赤
　
坂
　
芳
　
則

　委
　
　
員
　
吉
　
田
　
二
　
郎

　委
　
　
員
　
鈴
　
木
　
惠
　
悦

　委
　
　
員
　
前
　
原
　
吉
　
宏

編
集
後
記

懸命な夜間給水

問　○の中には、どんな数字、文字
が入るでしょうか。

① 予算執行に○項目の意見
② ３月会議の一般質問は○人が20項

目を質問
③ ロシアによるウクライナ軍事侵攻

に○○する

議会だより
No.70 ２０２２令和４年５月１日
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